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1.2 2019/12/26 

「3.1.2 ルート詳細の設定」に手順、項目説明を追加 
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1.3 2020/03/06 
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本書の使い方 
 

本書は株式会社オプロが提供する「AppsWF」のワークフロー設定ガイドです。 

 

本書をご利用いただくことで、ワークフローの設定に関する操作手順を理解できることを目的としています。 

 

AppsWF の動作環境の設定については、「AppsWF セットアップガイド」を参照してください。 

AppsWF の操作については、「AppsWF ユーザガイド」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書の表記 
 

本書では、以下の表記で記載しています。 

 

表記方法 内容 

注意 操作上の注意事項について記載しています。 

Point 操作するうえで知っていると便利なポイントについて記載しています。 

参照 本書における参照先を記載しています。 

［  ］ ボタン名やタブ名、キーボードのキーなどの表記で使用します。 

「  」 システム名、メニュー名、画面名、項目名、参照先などの表記で使用します。 
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  はじめに 
ここでは AppsWFのワークフローエンジンに関する概要や操作上の制限事項について説明します。 

 

 

 

1.1 概要 

AppsWF のワークフローエンジンは、「intra-mart ワークフロー」を利用しています。 

intra-mart ワークフローは、申請や承認といった処理内容や処理の流れをフロー定義に設定します。 

 

 

 

1.2 制限事項 

ワークフロー設定における推奨ブラウザは、次のとおりです。 
 

種別 ハードウェア OS ブラウザ 
クライアント 

タイプ 

PC PC/AT 互換機 Windows 7 SP1 Internet Explorer 11 

Google Chrome 53 以上 

Firefox ESR 45.x 

[PC] 

Windows 8.1 Update Internet Explorer 11 

（デスクトップ用 Internet Explorer） 

Google Chrome 53 以上 

Firefox ESR 45.x 

[PC] 

Windows 10 Internet Explorer 11 

Google Chrome 53 以上 

Firefox ESR 45.x 

[PC] 

Mac Mac OS 10.10 以上 Safari 9.0 以上 [PC] 

スマートフォン iPhone 端末 iOS 8.4.1 以上 Safari [PC] 

iPad 端末 iOS 8.4.1 以上 Safari [PC・SP] 

Android 端末 Android 4.4 以上 Google Chrome [PC] 
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1.3 ワークフロー設定画面を開くには 

ワークフローエンジンの設定画面を開くまでの操作手順を説明します。 

 

1.3.1 Salesforce連携の操作手順 

Salesforce 連携の操作手順を説明します。 

 使用している Salesforce 組織にシステム管理者権限でログインします。 

 
 

Point 前回、AppsWF が起動している状態でログアウトした場合、今回のログイン時に AppsWF が同時に起動 

します。この場合、次の操作は手順 4 から実施してください。 

 画面左上の［ ］をクリックします。 

 

 アプリケーションランチャーが表示されます。［AppsWF］をクリックします。 
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 AppsWFの画面が表示されます。［ワークフローユーザ設定］タブをクリックします。 

 Salesforce のユーザが表示されます。ユーザに対し、以下の設定を行います。 
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項目名 
入力 

必須 
説明 

使用可能 - 該当ユーザがワークフローを使用する場合はチェックをつけます。 

ワークフローメール受信 - 申請／承認が実施された際に該当ユーザが処理者に割り当てられた場合、 

通知メールを受信する場合はチェックをつけます。 

ワークフロー管理者 - 該当ユーザをワークフローの管理者とする場合はチェックをつけます。 

チェックを付けると、intra-mart にてワークフローの設定を行うことが可能となりま

す。 

また、メールテンプレートが削除されるなどして、メール送信が実施できない場合

に管理者宛にメールが送信されます。 

 「送信」ボタンをクリックし、intra-mart に Salesforce のユーザ情報を送信します。 
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 ［設定画面を開く］をクリックします。 

 

Point [ワークフロー管理者]にチェックが入った状態で情報を送信済みのユーザには、[設定画面を開く]ボタンが表示

されます。 
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 ワークフローエンジンの設定画面が表示されます。 
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  マスタ管理 
AppsWF のワークフローエンジンにおけるマスタデータを設定します。 

 

 

 

2章における手順の流れは次のとおりです。 

 

 
 

ユーザを設定する 
［参照］2.1 ユーザの設定 

新規組織を作成し、ユーザの所属組織を設定する 

［参照］2.2 組織の設定 

ロールを設定する 

［参照］2.3 ロールの設定 

パブリックグループを設定する 

［参照］2.4 パブリックグループの設定 
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2.1 ユーザの設定 

AppsWF の管理アプリからユーザ情報を同期することにより、Salesforce に登録されているユーザ情報が、ワークフローエン

ジンに自動で登録されています。そのため、新規に登録する必要はありません。 
 

注意 ユーザの追加や削除をしないように注意してください。 

 

ユーザ情報を確認します。 

 「マスタ管理」にマウスオーバーして、「ユーザ」をクリックします。 

 

 「ユーザ検索」画面が表示されます。必要に応じて検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリックします。 

 

 検索結果が表示されます。内容を確認したいユーザの［ ］をクリックします。 
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 ユーザ詳細画面が表示されます。各タブをクリックして内容を確認します。 

 
 

Point ［ロール］タブや［パブリックグループ所属］タブで、ロールや所属を追加できます。 
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2.2 組織の設定 

組織を作成し、組織にユーザを設定します。 
 

注意 ユーザは組織に所属している必要があります。必ず組織にユーザを設定してください。 

 

2.2.1 新規組織の作成 

新しく組織を作成します。 

 「マスタ管理」にマウスオーバーして、「組織」をクリックします。 

 

 「組織」画面が表示されます。 

組織名を右クリックし、「配下に新規組織を登録」をクリックします。 
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 ［基本］タブが表示されます。 

「組織コード」「名称」とその他必要な項目を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

 
 

Point 英語や中国語で登録する場合は、「他ロケール設定」ボタンをクリックします。 

 

「国際化項目一括設定」画面が表示されます。 

日本語の内容と同じで問題ない場合は、［日本語からコピー］をクリックします。 
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2.2.2 ユーザの所属組織設定 

作成した組織にユーザを設定します。 

 ユーザを所属させる組織を選択し、［所属ユーザを追加］をクリックします。 

 

 「ユーザ検索」画面で所属させるユーザを選択し、［決定］ボタンをクリックします。 
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2.3 ロールの設定 

必要に応じてロールを設定します。 

承認者や管理者などの権限ごとにロールを作成してユーザを紐付けることで、ルート定義における処理対象者を効率よく 

設定できます。 
 

注意 あらかじめ登録されているロールは使用しないでください。 

ただし、ロール名「im_workflow_user」は、使用できます。（下記 Point を参照） 

 

Point ロール名「im_workflow_user」には、Salesforce から連携された全ユーザが紐付いています。 

全ユーザが申請する処理の対象者にこのロールを設定することで効率よくルート定義を行えます。 

 「マスタ管理」にマウスオーバーして「ロール」をクリックし、「ロール一覧」画面で［新規登録］をクリックします。 

 

 「ロール登録」画面が表示されます。 

「ロール ID」「ロール名」「表示名」とその他必要な項目を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 
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 確認メッセージが表示されます。［決定］ボタンをクリックします。 

 

 完了メッセージが表示されます。 

 

 「ロール一覧」画面で登録したロールの［ ］をクリックします。 

 

 「ロール別ユーザコード一覧」画面が表示されます。［ユーザ追加］をクリックします。 

 

 「ユーザ検索」画面が表示されます。検索条件を入力して［検索］ボタンをクリックします。 

検索結果からロールに紐付けるユーザを選択して、［決定］ボタンをクリックします。 
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 完了メッセージが表示されます。ユーザコードが追加されていることを確認します。 

 
 

Point ユーザにロールを追加する場合は、「ユーザ詳細」画面で設定します。 

［参照］「2.1 ユーザの設定」 

 

 

2.4 パブリックグループの設定 

必要に応じてパブリックグループを設定します。 

パブリックグループ（公開グループ）を作成してユーザを設定することで、ユーザをグルーピングできます。 
 

Point パブリックグループを設定する操作手順は、「IM-共通マスタ 管理者操作ガイド」（以下の URL）を 

参照してください。 
 

http://www.intra-

mart.jp/document/library/iap/public/im_master/im_master_administrator_guide/texts/basic_guid

e/basic_guide_2.html 

 

 

 

http://www.intra-mart.jp/document/library/iap/public/im_master/im_master_administrator_guide/texts/basic_guide/basic_guide_2.html
http://www.intra-mart.jp/document/library/iap/public/im_master/im_master_administrator_guide/texts/basic_guide/basic_guide_2.html
http://www.intra-mart.jp/document/library/iap/public/im_master/im_master_administrator_guide/texts/basic_guide/basic_guide_2.html
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  ワークフロー管理 
ルート定義やコンテンツ定義、フロー定義を設定します。 

 

 

 

3章における手順の流れおよび各定義の概要は次のとおりです。 

 

 
 

ルート定義とコンテンツ定義を、フロー定義に設定することでワークフローが機能します。イメージ図は以下のとおりです。 

 
 

申請から最終承認までの処理の流れおよびその処理対象者を 

定義します。 

ルール判定するための変数を定義します。 

分岐開始ノード、分岐終了ノードで条件分岐の判断を行う 

ルールを定義します。 

分岐開始ノード、分岐終了ノードで条件分岐の判断を行う 

ルールを定義します。 

コンテンツとルートを組み合わせて実際に申請可能なワークフロー 

を定義します。 

ワークフロー画像を AppsWF に保持します。 

ルート定義を作成する 

［参照］3.1 ルート定義の設定 

案件プロパティを作成する 

［参照］3.2 案件プロパティ定義の設定 

案件プロパティを使用してルール定義を作成する 

［参照］3.3 ルール定義の設定 

コンテンツ定義にルール定義を設定する 

［参照］3.4 コンテンツ定義の設定 

フロー定義にルート定義とコンテンツ定義を設定する 

［参照］3.5 フロー定義の設定 

フロー画像を生成する 

［参照］3.6 フロー画像の生成 
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3.1 ルート定義の設定 

ルート定義では、申請から最終承認までの処理の流れおよびその処理対象者を定義します。 

 

3.1.1 ルート定義の登録 

新しくルート定義を作成します。 

 「Workflow 管理」にマウスオーバーして「ルート定義」をクリックし、［新規作成］をクリックします。 

 

 「ルート定義－新規作成」画面が表示されます。項目を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

ルート ID 〇 ルートを識別する ID です。自動採番されます。 

すでに使用されているものでなければ、任意の値に変更できます。 

ルート名 〇 登録ルートの名称を入力します。 

多言語利用の有無にかかわらず、システムで設定されている全ロケールに対し

て、入力します。 

ルート種類 〇 「通常用」を選択します。 

備考 - ルートの説明等を入力します。 

システムで設定されている全ロケールに対して、入力します。 
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3.1.2 ルート詳細の設定 

ルートの有効期間、ルートの詳細を設定します。 

 

 ［バージョン］タブが表示されます。［新規作成］をクリックします。 

 

 「ルート定義－バージョン－新規作成」画面が表示されます。項目を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

 

項目名 
入力 

必須 
説明 

バージョン期間 〇 ルート定義のバージョンの有効期間を設定します。 

バージョン期間の終了日は、必須入力ではありません。空欄の場合はシステム

終了日が自動で設定されます。 

バージョン有効/無効 〇 ルート定義のバージョンの有効状態を設定します。 

備考 - ルート定義のバージョンの説明等を入力します。 

システムで設定されている全ロケールに対して、入力します。 

 

 ［ルート詳細］タブをクリックします。 

申請ノードを設定します。（開始ノード／申請ノード／終了ノードはあらかじめ配置されています。） 

グリッド上にある［ ］をクリックします。 
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Point ルートは、ルートデザイナ上で簡単に作成・編集することができます。 

ワークフローの処理の１単位である「ノード」を組み合わせて構成します。 

開始ノード／申請ノード／終了ノード

はあらかじめ配置されています。 
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 「処理対象者」の［検索］をクリックします。 

 

 検索したい処理対象者の［ ］をクリックし、処理対象者を選択します。 

 

 上部に並んでいるアイコンから［ ］をグリッド上にドラッグ＆ドロップして承認ノードを追加します。 

 

 申請ノードと同様に、承認ノードの処理対象者を設定します。 
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 グリッド上のノードにマウスオーバーするとアイコンの右上に［ ］が表示されます。ドラッグ＆ドロップで矢印を次

のノードへ接続します。 

 

 ［登録］ボタンをクリックします。 
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3.2 案件プロパティ定義の設定 

案件プロパティ定義では、ルール判定するための変数を定義します。 

新しく案件プロパティを作成します。 

 「Workflow 管理」にマウスオーバーして「案件プロパティ定義」をクリックし、［新規作成］をクリックします。 

 

 「案件プロパティ定義－新規作成」画面が表示されます。項目を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

キー 〇 案件プロパティ定義の一意のキーを入力します。 

すでに登録されているキーは使用できません。 

キー名 〇 案件プロパティ定義のキー名称を入力します。 

システムで設定されている全ロケールに対して、入力します。 

型 〇 案件プロパティ定義のキーの型を選択します。 

・文字列 

・数値 

使用種別 〇 「ルールの条件の変数として使用する」にチェックを付けると、ルール定義で使用

できるようになります。必ずチェックを付けます。 

 



｜ 3.ワークフロー管理 ｜ 3.3.ルール定義の設定 ｜ 

27 

3.3 ルール定義の設定 

ルール定義では、分岐開始ノードや分岐終了ノードで条件分岐の判断を行うルールを定義します。 

新しくルール定義を作成します。 

 「Workflow 管理」にマウスオーバーして、「ルール定義」をクリックし、［新規作成］をクリックします。 

 

 「ルール定義－新規作成」画面が表示されます。項目を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

ルール ID 〇 ルールを識別する ID です。自動採番されます。 

すでに使用されているものでなければ、任意の値に変更できます。 

ルール名 〇 登録ルールの名称を入力します。 

システムで設定されている全ロケールに対して、入力します。 

備考 - ルールの説明等を入力します。 

システムで設定されている全ロケールに対して、入力します。 

真偽条件設定 - 設定した条件に対して、「すべての条件を満たすとき真」か「いずれかの条件を

満たすとき真」を指定します。 
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項目名 
入力 

必須 
説明 

キー - 比較対象となる変数を指定します。案件プロパティに登録済で、使用種別「ル

ールの条件の変数として使用する」が許可されている案件プロパティのキー名が

プルダウンで表示されます。 

［型］には、選択した変数の型が表示されます。 

比較 - 比較の内容を指定します。 

 

・「に次を含む」 ：キー値と条件値が部分一致するとき 

・「に次を含まない」 ：キー値と条件値が部分一致しないとき 

・「が次と一致する」 ：キー値と条件値が完全一致するとき 

・「が次と異なる」 ：キー値と条件値が完全一致しないとき 

・「が次で始まる」 ：キー値の始まりが条件値と一致するとき 

・「が次で終わる」 ：キー値の終わりが条件値と一致するとき 

・「が次より大きい」 ：キー値＞条件値 

・「が次以上」 ：キー値≧条件値 

・「が次より小さい」 ：キー値＜条件値 

・「が次以下」 ：キー値≦条件値 

・「が次のいずれかと一致する」：条件値にカンマ区切りで入力した複数の 

文字列に対し、キー値がいずれかに一致 

するとき 

条件値 - 比較対象の条件値を指定します。「固定」か「変数」を指定します。 
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3.4 コンテンツ定義の設定 

コンテンツ定義では、ワークフローの各処理で使用する「ユーザプログラム」「ルール」の情報を定義します。 

コンテンツ定義を利用するフロー定義において、コンテンツに定義された情報を使用することができます。 

また、コンテンツ定義は期間情報によって区別された「バージョン」によって管理され、バージョン期間情報によって一部の設

定を変更できます。 

 

AppsWF では、案件プロパティとルート内で処理プログラムをあらかじめ指定したテンプレートコンテンツを用意しています。 

このテンプレートをコピーすることで、ユーザプログラムを改めて指定することなく、分岐処理に案件プロパティを利用できます。

（新規で作成し、ユーザ自身で指定することもできます。） 

 

3.4.1 コンテンツ定義の登録 

テンプレートをコピーして、コンテンツ定義を作成します。 

 「Workflow 管理」にマウスオーバーして、「コンテンツ定義」をクリックします。 

 

 「コンテンツ定義」画面が表示されます。「テンプレート【コピー用】」の［ ］をクリックします。 

 

 ［バージョン］タブをクリックします。 
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 ［ ］をクリックします。 

 

 ［コンテンツコピー］をクリックします。 

 

 項目を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

コンテンツ ID 〇 コンテンツを識別する ID です。自動採番されます。 

すでに使用されているものでなければ、任意の値に変更できます。 

コンテンツ名 〇 登録コンテンツの名称を入力します。 

システムで設定されている全ロケールに対して、入力します。 

備考 - コンテンツの説明等を入力します。 

システムで設定されている全ロケールに対して、入力します。 
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項目名 
入力 

必須 
説明 

バージョン期間 〇 コンテンツ定義のバージョンの有効を設定します。 

バージョン期間の終了日は、必須入力ではありません。空欄の場合はシステム

終了日が自動で設定されます。 

バージョン有効/無効 〇 コンテンツ定義のバージョンの有効状態を設定します。 

 

 

3.4.2 コンテンツ詳細の設定 

コンテンツの有効期間や利用するルール、ユーザプログラムを設定します。 

 「3.4.1 コンテンツ定義の登録」でコピーしたコンテンツの［ ］をクリックします。 

 

 ［バージョン］タブをクリックします。 

 

 ［ ］をクリックします。 
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 ［ユーザプログラム］タブをクリックし、「案件プロパティ登録処理」が表示されていることを確認します。 

 
 

注意 ユーザプログラムに「案件プロパティ登録処理（処理時）」と「案件プロパティ登録処理（申請時）」が 

存在しない場合、AppsWF は動作しません。 

 ［ルール］タブをクリックします。 

 

 ［新規作成］をクリックします。 

 

 「ルール定義－新規作成」画面が表示されます。［選択］をクリックします。 

 

 「ルール定義－検索」画面に設定したルールの一覧が表示されます。 

コンテンツで利用したいルールを選択します。 

 



｜ 3.ワークフロー管理 ｜ 3.4.コンテンツ定義の設定 ｜ 

33 

 ［登録］ボタンをクリックします。 

 

 ［基本情報］タブをクリックし、［更新］ボタンをクリックします。 

 

Point ［画面］タブは使用しません。 
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3.5 フロー定義の設定 

フロー定義では、コンテンツとルートを組み合わせて実際に申請可能なワークフローを定義します。 

 

フロー定義は期間情報によって区別された「バージョン」によって管理され、バージョン期間情報によって一部の設定を変更

できます。（新規で作成し、ユーザ自身で指定することもできます。） 

 「Workflow 管理」にマウスオーバーして、「フロー定義」をクリックし、［新規作成］をクリックします。 

 

 「フロー定義－新規作成」画面が表示されます。項目を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

 
 

項目名 
入力 

必須 
説明 

フローID 〇 フローを識別する ID です。自動採番されます。 

すでに使用されているものでなければ、任意の値に変更できます。 

フロー名 〇 登録フローの名称を入力します。 

システムで設定されている全ロケールに対して、入力します。 

備考 - フローの説明等を入力します。 

システムで設定されている全ロケールに対して、入力します。 

 ［バージョン］タブが表示されます。［新規作成］をクリックします。 
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 「フロー定義－バージョン－新規作成」画面が表示されます。項目を入力し、続けて「コンテンツ」の［検索］を

クリックします。 

 

項目名 
入力 

必須 
説明 

バージョン期間 〇 フロー定義のバージョンの有効期間を設定します。 

バージョン期間の終了日は、必須入力ではありません。空欄の場合はシステム

終了日が自動で設定されます。 

バージョン有効/無効 〇 フロー定義のバージョンの有効状態を設定します。 

備考 - フロー定義-バージョンの説明等を入力します。 

システムで設定されている全ロケールに対して、入力します。 

 

 「コンテンツ定義－検索」画面に定義されているコンテンツの一覧が表示されます。 

フローで利用したいコンテンツを選択します。 

 

 「ルート」の［検索］をクリックします。 
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 「ルート定義－検索」画面に定義されているルートの一覧が表示されます。 

フローで利用したいルートを選択します。 

 

 ［登録］ボタンをクリックします。 
 

注意 「機能設定」は初期設定のまま変更しないでください。 

 

 

 

機能設定は初期値のままとします。 
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3.6 フロー画像の生成 

フロー画像の生成では、ワークフロー画像を AppsWF に保持します。 

 「Workflow 管理」にマウスオーバーして、「フロー画像作成」をクリックします。 

 

 「フロー画像生成」画面が表示されます。画像を生成するフローの［ ］をクリックします。 

 

 確認メッセージが表示されます。［OK］ボタンをクリックします。 

 

 完了メッセージが表示されます。 
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